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拓
殖
大
学
教
授

門
間
理
良

　

二
〇
二
三
年
五
月
時
点
で
国
交
を
持
つ
国
が
一
三
ヵ
国
し
か
な
い

台
湾
（
中
華
民
国
）
の
総
統
に
と
っ
て
、
外
遊
の
機
会
は
多
く
は
な

い
。
し
か
も
台
湾
が
外
交
関
係
を
有
す
る
国
は
い
ず
れ
も
小
国
で
あ

り
、
台
湾
当
局
に
と
っ
て
は
と
も
か
く
、
台
湾
人
の
社
会
生
活
に
対

し
て
も
国
際
社
会
に
対
し
て
も
、
現
実
的
影
響
は
な
き
に
等
し
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界
的
大
流
行
に
よ
っ
て
蔡
英

文
の
外
遊
は
停
止
さ
れ
た
。
三
月
二
九
日
か
ら
四
月
七
日
に
行
わ
れ

た
グ
ア
テ
マ
ラ
、
ベ
リ
ー
ズ
の
訪
問
が
、
蔡
英
文
政
権
第
二
期
開
始

後
初
め
て
の
外
遊
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
世
界
が
注
目
す
る
の
は
台

湾
総
統
が
外
遊
を
利
用
し
て
実
施
す
る
米
国
内
に
お
け
る
ト
ラ
ン

も
ん
ま　

り
ら　
一
九
九
九
年
筑
波
大
学
大
学

院
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
。
交
流
協
会
台
北

事
務
所
専
門
調
査
員
、
文
部
科
学
省
教
科
書
調

査
官
な
ど
を
経
て
、
二
〇
一
二
年
防
衛
研
究
所

入
所
、
二
〇
年
よ
り
地
域
研
究
部
長
。
二
三
年

よ
り
現
職
。
博
士（
安
全
保
障
）。
編
著
書
に『
台

湾
を
め
ぐ
る
安
全
保
障
』。

蔡
英
文
訪
米・
そ
の
外
交
戦
略
と

台
湾
海
峡
情
勢

世
界
の
注
目
を
集
め
た
、
蔡
英
文
総
統
の

ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
を
利
用
し
て
の
、
国
交
の
な
い
米
国
訪
問
。

対
し
て
中
国
の
反
応
は
、
意
外
に
冷
静
だ
っ
た
。

本
誌
五
七
号
で
台
湾
外
交
の
潮
流
を
デ
ー
タ
で
実
証
し
た
筆
者
が
、

各
種
デ
ー
タ
を
駆
使
し
て
、
米
・
台
・
中
最
新
の
動
き
を
読
む
。

4 月5日、蔡英文総統はロサン
ゼルスのレーガン大統領記念図
書館でマッカーシー米下院議長
と会談した（ロイター／アフロ）
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ジ
ッ
ト
（
乗
り
継
ぎ
）
名
目
で
の
非
公
式
活
動
の
内
容
で
あ
る
。

　

二
二
年
八
月
の
ペ
ロ
ー
シ
下
院
議
長
（
当
時
）
訪
台
直
後
に
展
開

さ
れ
た
中
国
人
民
解
放
軍
の
軍
事
演
習
は
、
第
一
次
台
湾
海
峡
危

機
（
一
九
五
四
～
五
五
年
）、
第
二
次
（
一
九
五
八
年
）、
第
三
次

（
一
九
九
五
～
九
六
年
）
に
次
ぐ
「
第
四
次
台
湾
海
峡
危
機
」
と
位

置
付
け
ら
れ
る
大
規
模
な
も
の
だ
っ
た
。
で
は
、
今
回
の
蔡
訪
米
に

対
す
る
中
国
の
反
応
は
ど
う
だ
っ
た
ろ
う
か
。

米
台
高
官
の
相
互
訪
問
が
活
発
化

　

今
回
注
目
さ
れ
た
台
湾
総
統
の
訪
米
は
、
実
は
「
珍
し
い
こ
と

で
は
な
い
」（
カ
ー
ビ
ー
米
国
家
安
全
保
障
会
議
戦
略
広
報
担
当
調

整
官
）。
蔡
英
文
は
二
〇
一
六
年
の
総
統
就
任
以
降
、
中
南
米
カ
リ

ブ
諸
国
訪
問
時
に
計
八
回
米
国
本
土
に
立
ち
寄
り
、
非
公
式
活
動
を

行
っ
て
い
る
。
米
国
本
土
以
外
に
も
大
洋
州
諸
国
訪
問
を
利
用
し
て

計
三
回
、
ホ
ノ
ル
ル
と
グ
ア
ム
で
非
公
式
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

一
八
年
三
月
に
成
立
し
た
台
湾
旅
行
法
で
、
米
国
の
閣
僚
や
軍
幹

部
を
含
め
た
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
の
高
官
の
台
湾
訪
問
と
、
台
湾
高
官

の
米
国
入
国
や
国
務
省
・
国
防
総
省
な
ど
政
府
高
官
と
の
面
会
が

可
能
に
な
っ
た
。
す
で
に
一
九
年
、
ク
リ
ン
ク
国
防
副
次
官
補
が
、

二
〇
年
に
ア
ザ
ー
厚
生
長
官
と
ク
ラ
ッ
ク
国
務
次
官
が
訪
台
し
、
今

年
に
入
っ
て
チ
ェ
イ
ス
国
防
副
次
官
補
（
中
国
担
当
）
も
訪
台
し
た
。

制
服
組
で
は
二
〇
年
一
一
月
、
米
イ
ン
ド
太
平
洋
軍
情
報
部
門
ト
ッ

プ
の
ス
チ
ュ
ー
ド
マ
ン
海
軍
少
将
が
専
用
機
で
台
北
を
訪
問
し
て
い

る
。

　

以
前
か
ら
米
台
間
で
毎
年
開
催
さ
れ
る
国
防
工
業
会
議
に
は
、
台

湾
か
ら
国
防
部
軍
備
担
当
副
部
長
（
制
服
組
現
役
の
大
将
）
が
参
加

し
て
い
た
が
、
台
湾
旅
行
法
成
立
以
後
は
、
台
湾
の
高
官
が
ワ
シ
ン

ト
ン
Ｄ
Ｃ
な
ど
米
国
国
内
で
高
官
と
会
談
し
て
い
る
。
一
九
年
に
李

大
維
国
家
安
全
会
議
秘
書
長
と
ボ
ル
ト
ン
大
統
領
補
佐
官
、
今
年
二

月
に
は
顧
立
雄
国
家
安
全
会
議
秘
書
長
（
行
政
院
長
や
立
法
院
長
な

ど
五
院
の
長
と
同
格
）
と
呉

ご
し
ょ
う
し
ょ
う

釗
燮
外
交
部
長
が
非
公
式
に
訪
米
し
、

ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
近
郊
で
非
公
式
に
シ
ャ
ー
マ
ン
国
務
副
長
官
、
ラ

ト
ナ
ー
国
防
総
省
次
官
補
ら
と
会
談
し
た
。

抑
制
的
だ
っ
た
蔡
英
文
の
ア
メ
リ
カ
で
の
活
動

　

今
回
の
中
米
訪
問
に
あ
た
っ
て
蔡
英
文
総
統
は
、
往
路
で
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
を
選
ん
だ
。
国
連
本
部
が
あ
り
、
金
融
業

や
商
業
の
一
大
中
心
地
で
、
台
湾
総
統
の
米
国
内
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
に

お
け
る
最
も
格
の
高
い
都
市
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。

　

蔡
総
統
は
、
到
着
し
た
三
月
二
九
日
に
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
華
僑
主

催
の
夕
食
会
へ
の
出
席
、
三
〇
日
午
前
に
台
湾
系
二
世
の
経
営
す
る

店
の
視
察
を
行
っ
て
い
る
。
在
米
の
台
湾
系
華
人
・
華
僑
と
の
交
流
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を
台
湾
の
与
野
党
指
導
者
が
必
ず
行
程
に
入
れ
る
の
は
、
総
統
副
総

統
選
挙
罷
免
法
に
明
記
さ
れ
て
い
る
一
定
の
条
件
を
満
た
せ
ば
、
海

外
に
在
住
す
る
有
権
者
も
帰
台
し
て
総
統
選
挙
の
投
票
が
で
き
る
こ

と
に
よ
る
。
ま
た
、
夕
食
会
に
多
く
の
華
人
・
華
僑
を
集
め
る
光
景

は
台
湾
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
、
総
統
選
挙
に

向
け
た
自
陣
営
の
勢
い
を
示
す
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。

　

三
月
三
〇
日
午
後
に
は
、
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
台
北
代
表
処
で
台
湾

が
国
交
を
有
す
る
各
国
国
連
大
使
と
の
会
見
を
行
っ
た
。
二
〇
一
七

年
に
は
台
湾
が
外
交
関
係
を
有
す
る
一
七
ヵ
国
（
当
時
）
の
国
連
大

使
を
招
い
て
パ
ー
テ
ィ
ー
を
行
っ
た
が
、
今
回
は
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島

の
国
連
大
使
の
出
席
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
み
で
、
大
き
く
報
じ
ら

れ
な
い
た
め
に
、
台
湾
当
局
側
が
配
慮
し
た
よ
う
に
も
見
え
る
。

　

夜
は
保
守
系
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
ハ
ド
ソ
ン
研
究
所
で
講
演
を
行
っ

た
。
著
名
シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
の
講
演
は
、
台
湾
の
与
野
党
指
導
者
が

外
遊
の
際
に
好
ん
で
行
う
行
事
で
、
公
開
と
関
係
者
限
定
の
二
種
類

が
あ
る
。
講
演
を
通
じ
て
米
国
当
局
や
民
衆
に
自
ら
の
政
策
を
訴
え

る
こ
と
が
主
目
的
だ
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
活
動
は
三
一
日
に
終
了

し
、
第
一
の
訪
問
国
で
あ
る
グ
ア
テ
マ
ラ
に
到
着
し
た
。

　

復
路
は
四
月
四
日
午
後
に
ベ
リ
ー
ズ
か
ら
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
到
着

し
た
。
最
も
注
目
を
集
め
た
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
米
下
院
議
長
と
の
会
談

は
五
日
午
前
、カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
シ
ミ
バ
レ
ー
の
ロ
ナ
ル
ド
・
レ
ー

ガ
ン
図
書
館
で
行
わ
れ
た
。
二
三
年
一
月
に
下
院
議
長
に
就
任
し
た

マ
ッ
カ
ー
シ
ー
は
、当
初
は
訪
台
を
検
討
し
て
い
た
が
、中
国
は
マ
ッ

カ
ー
シ
ー
の
動
き
に
当
然
の
ご
と
く
反
発
し
た
。
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
は

「
い
つ
、
ど
こ
に
行
こ
う
と
中
国
の
指
図
は
受
け
な
い
」
と
述
べ
て

い
た
が
、
結
果
と
し
て
訪
台
は
見
送
ら
れ
た
。

　

そ
の
背
景
と
し
て
、
中
国
と
の
軍
事
対
立
を
避
け
た
い
バ
イ
デ
ン

政
権
の
意
向
を
反
映
し
た
と
す
る
見
方
が
台
湾
で
は
多
い
、
と
の
報

道
が
あ
る
。
し
か
し
、
前
回
の
ペ
ロ
ー
シ
下
院
議
長
訪
台
か
ら
一
年

も
経
ず
し
て
米
下
院
議
長
が
再
訪
台
と
な
る
と
、
中
国
側
が
前
回
以

上
の
強
い
反
応
に
出
る
こ
と
が
容
易
に
予
想
さ
れ
、
台
湾
当
局
も
そ

れ
を
避
け
る
た
め
に
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
下
院
議
長
側
と
落
と
し
ど
こ
ろ

を
探
り
、
三
月
初
め
に
は
両
者
の
間
で
合
意
に
達
し
た
も
の
と
推
定

さ
れ
る
。
ペ
ロ
ー
シ
訪
台
時
の
米
連
邦
議
会
議
員
団
は
民
主
党
員
の

み
だ
っ
た
が
、
今
回
の
会
見
に
参
加
し
た
米
議
員
団
は
超
党
派
で
構

成
さ
れ
た
。
会
談
後
の
共
同
記
者
会
見
で
、
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
議
長

は
「
今
日
の
会
談
は
共
和
党
と
民
主
党
が
結
束
し
た
超
党
派
の
会
談

だ
っ
た
」
と
述
べ
、
そ
の
点
を
強
調
し
て
い
た
。

　

か
つ
て
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
は
、
台
湾
へ
の
武
器
売
却
終
了
期
日
を

設
定
す
る
こ
と
に
同
意
せ
ず
、
武
器
売
却
に
関
し
て
中
国
と
事
前
協

議
し
な
い
こ
と
な
ど
を
定
め
た
台
湾
政
策
の
方
針
「
六
つ
の
保
証
」

を
蔣
経
国
総
統
に
伝
達
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
米
台
関
係
の
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強
化
を
印
象
付
け
る
に
は
、
レ
ー
ガ
ン
図
書
館
は
絶
好
の
舞
台
で
あ

る
一
方
、
蔡
英
文
に
と
っ
て
一
八
年
以
来
の
再
訪
の
地
で
も
あ
る
。

そ
の
意
味
で
中
国
側
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
、
多
少
な
り
と
も
抑
え
ら

れ
た
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

共
同
記
者
会
見
で
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
議
長
は
「
私
の
人
生
に
お
い
て

米
台
間
の
絆
は
こ
れ
ま
で
で
最
も
強
固
だ
」
と
述
べ
、
蔡
総
統
の
功

績
だ
と
高
く
評
価
し
た
。
蔡
英
文
総
統
は
「
台
湾
が
世
界
に
と
っ
て

か
け
が
え
の
な
い
パ
ー
ト
ナ
ー
、
地
域
に
お
け
る
安
定
し
た
基
盤
と

な
る
べ
く
努
力
し
て
い
る
」
と
述
べ
、
米
台
関
係
を
さ
ら
に
強
固
に

す
る
決
意
を
示
し
、
台
湾
海
峡
の
現
状
維
持
に
向
け
て
努
力
す
る
こ

と
を
印
象
付
け
よ
う
と
し
た
。
た
だ
し
、
蔡
英
文
側
は
記
者
か
ら
の

質
問
を
受
け
付
け
な
か
っ
た
。
記
者
へ
の
回
答
が
無
用
な
波
風
を
立

て
な
い
よ
う
に
す
る
配
慮
と
い
え
る
。

中
国
の
反
応
は
前
回
よ
り
抑
制
的

　

で
は
中
国
側
の
反
応
は
ど
う
か
。
筆
者
は
、
今
回
の
蔡
総
統
訪
米

に
と
も
な
う
中
国
の
軍
事
演
習
が
「
第
五
次
台
湾
海
峡
危
機
」
と
い

う
よ
う
な
規
模
・
内
容
だ
と
は
見
な
し
て
い
な
い
。

　

ま
ず
、
二
〇
二
二
年
の
ペ
ロ
ー
シ
下
院
議
長
（
当
時
）
訪
問
時
は

代
表
団
の
台
北
到
着
直
後
に
中
国
が
軍
事
演
習
の
実
施
を
発
表
し
た

が
、
今
回
は
そ
う
し
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
ペ
ロ
ー
シ
訪
問
の
際
に
は

不
測
の
事
態
を
考
慮
し
、
一
行
が
台
湾
を
離
れ
る
ま
で
演
習
開
始
を

待
っ
た
経
緯
が
あ
り
、
今
回
は
ア
メ
リ
カ
訪
問
な
の
で
そ
の
配
慮
は

不
要
な
は
ず
だ
が
、
実
際
に
は
時
間
を
置
い
て
の
開
始
と
な
っ
た
。

こ
の
理
由
と
し
て
、
蔡
英
文
外
遊
と
馬
英
九
前
総
統
の
訪
中
時
期
が

重
な
っ
て
い
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
馬
英
九
は

四
月
七
日
ま
で
訪
中
し
て
お
り
、
解
放
軍
の
軍
事
演
習
は
馬
が
帰
台

し
た
翌
日
の
四
月
八
日
か
ら
始
め
ら
れ
た
。
中
国
は
軍
事
演
習
で
台

湾
有
権
者
に
心
理
的
圧
力
を
加
え
る
よ
り
も
、
馬
英
九
を
も
て
な
す

姿
勢
を
優
先
す
る
こ
と
で
、
台
湾
有
権
者
の
国
民
党
支
持
の
流
れ
を

つ
く
り
だ
し
た
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
公
表
し
た
演
習
期
間
も
前

回
は
四
日
間
だ
っ
た
が
、
今
回
は
三
日
間
で
あ
る
。

　

次
に
、
今
回
の
軍
事
演
習
で
は
台
湾
本
島
全
体
を
取
り
囲
む
よ
う

な
演
習
海
空
域
を
設
定
せ
ず
、
台
湾
上
空
を
飛
行
さ
せ
て
着
弾
さ
せ

る
ミ
サ
イ
ル
演
習
も
実
施
し
な
か
っ
た
。
第
三
に
、
前
回
は
台
湾
総

統
府
や
国
防
部
、
外
交
部
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
が
閲
覧
不
能
に
陥
り
、

市
中
の
電
光
掲
示
板
が
ハ
ッ
キ
ン
グ
さ
れ
る
大
規
模
な
サ
イ
バ
ー
攻

撃
が
あ
っ
た
も
の
の
、
今
回
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

　

中
国
は
こ
の
他
に
も
、
四
月
一
一
日
に
ハ
ド
ソ
ン
研
究
所
と
ロ
ナ

ル
ド
・
レ
ー
ガ
ン
図
書
館
に
対
し
て
、
中
国
境
内
の
大
学
、
機
関
な

ど
の
組
織
お
よ
び
個
人
と
の
関
連
す
る
取
引
、
交
流
、
協
力
な
ど
の

活
動
を
厳
格
に
制
限
す
る
こ
と
や
、
両
団
体
の
幹
部
に
対
し
て
中
国
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内
に
あ
る
資
産
の
凍
結
や
入
境
禁
止
措
置
を
と
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
が
、
実
質
的
に
被
る
影
響
は
限
定
的
で
あ
ろ
う
。

作
戦
支
援
機
な
ど
の
増
加
に
要
注
意

　

さ
て
、
こ
こ
か
ら
は
前
回
の
演
習
と
、
今
回
の
演
習
を
具
体
的
数

字
で
比
較
し
て
み
る
。
表
１
お
よ
び
表
２
は
、
前
回
と
今
回
の
軍
事

演
習
で
台
湾
周
辺
を
飛
行
し
た
中
国
軍
用
機
の
機
種
別
内
訳
を
示
し

て
い
る
。

　

台
湾
海
峡
中
間
線
越
え
の
飛
行
を
行
っ
た
軍
用
機
と
台
湾
防
空
識

別
圏
（
Ｔ
Ａ
Ｄ
Ｉ
Ｚ
）
南
西
空
域
で
の
飛
行
の
延
べ
機
数
は
、
前
回

は
計
一
一
三
機
、
今
回
は
一
三
四
機
で
二
一
機
増
加
し
て
い
る
。
し

か
し
、
今
回
は
空
母
艦
載
戦
闘
機
の
Ｊ

−

15
が
計
一
九
機
加
わ
っ
て

表１　台湾周辺空域で活動した軍用機の内訳（2022年）

表２　台湾周辺空域で活動した軍用機の内訳（2023年）

分類　　機種　　　8月4日　8月5日　8月6日　8月 7日　　計

作戦
支援機

作戦
支援機

戦闘機

戦闘機

爆撃機

合計

合計

J-16 　　2 　　10 　　4 　　6 　　　22

J-11 　　8 　　6 　　4 　　4 　　　22

Su-30 　　12 　　24 　　10 　　8 　　　54

J-10 　　0 　　7 　　0 　　0 　　　7

Y-8 EW 　　0 　　1 　　0 　　0 　　　1

Y-8 ASW　　0 　　1 　　1 　　1 　　　3

Y-20 AR 　　0 　　0 　　1 　　0 　　　1

H-6 　　0 　　0 　　0 　　3 　　　3

22 49 20 22 　113
注 1：当日 17時の集計結果として発表
注 2：機数、隻数は「延べ数」
注 3：EWは電子戦機、ASWは対潜機、ARは空中給油機を指す
出典：台湾国防部空軍司令部プレスリリースを元に筆者作成

分類 　機種　     　　　

J-16      　　     10        8        10         28

J-11      　　      4        4          2        10

Su-30     　　       8        8          8         24

J-10    　　      16        6          10         32

J-15      　　      0        4        15         1   9

Y-8 EW

Y-8 ASW

Y-20 AR

Y-9 EW

KJ-500 AEW&C

KJ-200 AEW&C

0   0    1     1

1   1    1     3

1   0    1     2

1   1    0     2

1   1    1     3

0   0    1     1

4月8日     4月 9日 4月10日      計

爆撃機 H-6 　　　　　　2 　　　0

0

0

0

0

1 1

1

1

1 1

1

3

2 4

無人機
TB-001

BZK-005

CH-4

45   35    54   134
注 1：6時から翌朝 6時までの 24時間を区切りにして発表
注 2：機数、隻数は「延べ数」
注 3：AEW&Cは早期警戒管制機を指す
出典：表 1に同じ
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い
る
。「
山
東
」を
中
心
と
す
る
艦
隊
が
西
太
平
洋
上
で
訓
練
を
行
っ

て
お
り
、
そ
の
分
を
減
じ
る
と
一
一
五
機
で
、
陸
上
基
地
か
ら
発
進

し
た
軍
用
機
数
に
大
き
な
変
化
が
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
実
戦
配
備

さ
れ
た
空
母
と
い
っ
て
も
、
依
然
と
し
て
戦
力
化
に
は
至
っ
て
お
ら

ず
、
現
段
階
で
は
大
き
な
脅
威
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

　

他
方
で
、
今
回
の
演
習
で
注
意
す
べ
き
は
、
作
戦
支
援
機
や
無
人

機
が
前
回
よ
り
増
加
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
特
に
、
三
日
間
の
演
習

す
べ
て
に
早
期
警
戒
管
制
機
が
飛
行
し
て
い
る
こ
と
は
要
注
意
で
あ

る
（
表
２
）。
早
期
警
戒
管
制
機
は
、
遠
距
離
か
ら
敵
機
、
友
軍
機

な
ど
の
識
別
を
行
う
と
と
も
に
、
自
軍
の
軍
用
機
を
指
揮
・
管
制
し
、

航
空
優
勢
を
確
保
す
る
役
割
を
担
う
。
効
率
的
な
作
戦
行
動
を
可
能

に
す
る
機
種
で
あ
る
。
ま
た
、
無
人
機
の
飛
行
は
前
回
以
降
、
演
習

で
恒
常
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。
無
人
機
は
実
戦
で
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
平
時
に
お
い
て
は
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
を
強
い
ら
れ
る
台
湾
空
軍

を
疲
弊
さ
せ
る
、
高
い
「
費
用
対
効
果
」
を
も
持
つ
。

フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
を
見
抜
く
力
が
重
要

　

今
回
、
中
国
人
民
解
放
軍
東
部
戦
区
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
Ｈ

−

６
爆
撃

機
が
台
湾
周
辺
で
ミ
サ
イ
ル
発
射
の
訓
練
を
行
っ
た
と
す
る
様
子
を

公
開
し
た
。
台
湾
側
の
資
料
か
ら
Ｈ

−

６
の
飛
行
が
確
認
さ
れ
て
い

る
の
は
四
月
八
日
と
一
〇
日
で
、
後
者
の
飛
行
ル
ー
ト
は
台
湾
本
島

に
近
い
。
ど
こ
ま
で
接
近
し
た
ら
「
台
湾
周
辺
」
な
の
か
、
進
入
飛

行
経
路
や
搭
載
ミ
サ
イ
ル
の
種
類
に
よ
り
実
際
の
脅
威
の
程
度
は
変

わ
る
が
、本
当
に
「
台
湾
周
辺
」
で
、「
今
回
の
演
習
期
間
中
」
に
「
ミ

サ
イ
ル
を
発
射
」
し
た
の
か
が
は
っ
き
り
と
し
な
い
。

　

Ｙ

−

20
Ａ
Ｒ
空
中
給
油
機
が
戦
闘
機
に
空
中
給
油
を
行
う
映
像
も

流
れ
て
い
る
が
、
報
道
の
あ
っ
た
四
月
八
日
の
時
点
で
、
Ｔ
Ａ
Ｄ
Ｉ

Ｚ
を
飛
行
し
た
Ｙ

−

20
Ａ
Ｒ
周
辺
で
戦
闘
機
が
飛
行
し
た
形
跡
は
な

い
。
Ｔ
Ａ
Ｄ
Ｉ
Ｚ
か
ら
離
れ
た
空
域
で
空
中
給
油
し
た
可
能
性
は

否
定
で
き
な
い
が
、
東
部
戦
区
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
て
フ
ェ
イ
ク

ニ
ュ
ー
ス
を
流
し
た
「
前
歴
」
が
あ
り
、
今
回
も
台
湾
住
民
に
心
理

的
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か
け
る
意
図
を
持
っ
た
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
で

あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
訓
練
や
演
習
の
規
模
を
誇
張
す
る
こ
と
や
、

実
施
海
空
域
を
台
湾
に
近
い
と
こ
ろ
で
実
施
し
た
と
偽
っ
て
報
じ
る

こ
と
な
ど
は
、
中
国
軍
が
よ
く
利
用
す
る
宣
伝
戦
の
一
種
で
あ
る
。

正
規
の
外
交
で
苦
戦
す
る
台
湾

　

蔡
英
文
政
権
の
成
立
以
降
、
台
湾
が
外
交
関
係
を
有
す
る
国
は

二
二
か
ら
一
三
に
減
少
し
た
。
逆
に
中
国
と
断
交
し
て
台
湾
と
外
交

関
係
を
樹
立
し
た
国
は
な
い
。
国
力
に
圧
倒
的
な
差
を
つ
け
ら
れ
て

い
る
台
湾
が
、
外
交
関
係
を
持
つ
国
の
数
を
中
国
と
競
っ
て
も
勝
ち

目
は
な
い
。
中
国
は
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
で
、
大
統
領
選
挙
の
機
会
を
利
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用
し
、
野
党
候
補
に
中
国
と
国
交
を
樹
立
す
れ
ば
経
済
的
恩
恵
が
あ

る
と
提
示
し
て
い
た
と
思
わ
れ
、
今
後
も
同
様
の
こ
と
は
起
こ
り
得

る
。

　

そ
の
よ
う
な
苦
境
に
立
つ
台
湾
と
し
て
は
、
今
回
の
蔡
英
文
訪
米

の
よ
う
に
、
米
国
と
の
実
質
的
な
関
係
強
化
に
力
を
入
れ
る
と
と
も

に
、
人
権
や
民
主
主
義
を
守
る
西
側
社
会
の
一
員
だ
と
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
く
こ
と
が
最
も
効
果
的
な
対
応
方
法
と
い
え
る
。

　

も
し
、
蔡
英
文
と
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
米
下
院
議
長
の
会
談
が
台
北
を

舞
台
に
し
て
実
現
し
て
い
れ
ば
、
中
国
が
前
回
以
上
の
大
規
模
な
軍

事
演
習
を
実
施
す
る
こ
と
は
、
ほ
ぼ
確
実
で
あ
っ
た
。
台
湾
当
局
は

マ
ッ
カ
ー
シ
ー
や
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
と
の
事
前
協
議
を
行
い
、
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
で
の
会
見
に
導
い
た
こ
と
で
、
米
台
の
関
係
強
化
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
と
と
も
に
、
台
湾
海
峡
の
必
要
以
上
の
緊
張
を
防
ぐ
こ

と
に
成
功
し
、
状
況
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
能
力
を
台
湾
の
有
権
者

に
示
す
こ
と
が
で
き
た
。
中
台
関
係
が
緊
張
す
れ
ば
、
野
党
は
そ
れ

を
間
違
い
な
く
批
判
す
る
で
あ
ろ
う
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
一
方
の

当
事
者
で
あ
る
米
国
に
対
し
て
も
不
信
感
を
増
幅
さ
せ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
当
然
中
国
も
そ
れ
に
便
乗
し
て
、
二
〇

二
四
年
一
月
に
実
施
予
定
の
台
湾
総
統
選
挙
を
野
党
有
利
に
誘
導
す

る
動
き
を
見
せ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
蔡
英
文
の

訪
米
は
成
功
と
評
価
し
て
い
い
も
の
だ
っ
た
。

　

民
主
主
義
や
人
権
と
い
っ
た
テ
ー
マ
が
よ
り
大
き
く
響
く
の
は
、

西
側
諸
国
に
対
し
て
で
あ
る
。
中
国
の
「
戦
狼
外
交
」
の
失
敗
な
ど

も
あ
る
と
は
い
え
、
リ
ト
ア
ニ
ア
に
お
け
る
「
台
湾
代
表
処
」
の
開

設
や
、
チ
ェ
コ
の
上
下
院
議
長
の
相
次
ぐ
訪
台
に
代
表
さ
れ
る
近
年

の
欧
州
諸
国
と
の
関
係
強
化
は
、
台
湾
の
外
交
戦
略
の
成
功
例
と
も

言
え
る
。　

各
国
国
会
議
員
や
欧
州
議
会
と
の
交
流
も
増
し
て
い

る
。
欧
州
以
外
で
は
、
フ
ィ
ジ
ー
に
お
け
る
台
湾
代
表
処
の
呼
称
が

二
〇
一
八
年
に
中
国
の
圧
力
を
受
け
て
「
駐
フ
ィ
ジ
ー
台
北
商
務
弁

事
処
」
に
改
称
さ
れ
て
い
た
が
、今
般
「
中
華
民
国
（
台
湾
）
駐
フ
ィ

ジ
ー
代
表
団
」
へ
の
名
称
回
復
と
外
交
特
権
の
付
与
が
実
現
し
た
。

国
際
社
会
で
国
家
と
認
定
さ
れ
て
い
な
い
が
、
ソ
マ
リ
ラ
ン
ド
で
も

「
台
湾
代
表
処
」
が
開
か
れ
た
。
こ
れ
ら
は
、
正
規
の
外
交
関
係
樹

立
は
無
理
で
も
、
実
質
的
関
係
の
強
化
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
証
明

し
た
事
例
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
は
国
際
社
会
に
お
い
て
普
遍
的
な
価
値

を
有
す
る
実
績
と
は
い
え
な
い
。
台
湾
が
友
好
国
を
失
っ
て
き
た
の

も
、
経
済
大
国
・
中
国
と
の
関
係
を
重
視
す
る
国
が
多
数
に
上
る
か

ら
で
あ
る
。
今
後
も
、
台
湾
は
正
規
の
外
交
で
は
苦
戦
を
強
い
ら
れ

続
け
る
が
、
民
主
主
義
各
国
と
の
実
質
的
な
関
係
強
化
や
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ

Ｐ
と
い
っ
た
経
済
枠
組
み
へ
の
加
入
に
活
路
を
見
出
し
て
、
自
ら
の

安
全
を
確
保
し
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。
●




